
１９７１年の や１９７３年の などによって、１０年以上も続いてニクソンショック オイルショック

「高度経済成長」が終わりを告げました。きた

１９７０年代は、政治的に見ると、 の「三角大福」が時三木武夫・田中角栄・大平正芳・福田赳夫

に抗争・時に提携の「合従連衡」を繰り返しました。また、１９８２年に発足した 内閣も中曽根康弘

「田中軍団」の支援を得たため、マスコミは「角影、角営、田中曽根内閣」などと揶揄しました。

により日本は一時、円高不況に陥りましたが、その後は逆に１９９０年代１９８５年のプラザ合意

初頭まで を謳歌することになりました。「バブル経済」

１９８９年７月の参院選で大敗した与党「自民党」は、その後、海部・宮沢などクリーンなイメー

ジをもつ首相のもとで政権を維持しました。しかし、９２年末から表面化した佐川急便事件への対処

をめぐり自民党は分裂、党内の中心人物だった竹下派の小沢一郎・羽田孜らが新生党、武村正義らが

新党さきがけを結成しました。

「タタミ フオオス ナカ３（さん） タウカカミ」

第６４代→（１ （第１次）１９７２．７～、自由民主党（第６代総裁））

７２年：日本列島改造論、日中共同声明

第６５代→（２ （第２次）１９７２．１２～、自由民主党（第６代総裁））

７３年：固定為替相場制から変動為替相場制へ移行＝ニクソンショック、

第４次中東戦争→第１次石油危機、狂乱物価

７４年： →退陣ロッキード問題

第６６代→（３ 、１９７４．１２～、自由民主党（第７代総裁））

７５年：第１回先進国首脳会議（サミット）

（前首相の田中角栄が逮捕）により自民党内で抗争起きる７６年：ロッキード問題

→「三木おろし」が激化

自民党の河野洋平らが離党して新自由クラブを結成

１９７０・８０年代の内閣

内閣総理大臣を覚えよう！（７）

シリーズ６



第６７代→（４ 、１９７６．１２～、自由民主党（第８代総裁））

７８年：日中平和友好条約

第６８代→（５ （第１次 、１９７８．１２～、自由民主党（第９代総裁）） ）

７８年：ＯＰＥＣ（石油輸出国機構）が７９年からの原油価格値上げを決定

第２次石油危機→

第６９代→（６ （第２次 、１９７９．１１～、自由民主党（第９代総裁）） ）

７９年：元号法

初めての衆参同日選挙８０年：首相死去により退陣 →

第７０代→鈴木善幸、１９８０．７～、自由民主党（第１０代総裁・大平派）

８２年：教科書問題

第７１代→（７ （第１次）１９８２．１１～、自由民主党（第１１代総裁））

８３年：米レーガン大統領との「列島不沈空母」発言

第７２代→（８ （第２次）１９８３．１２～、自由民主党（第１１代総裁））

※８３年１２月衆院選で自民大幅議席減→新自由クラブと連立

８５年：日本電信電話公社（電電公社）解散→日本電信電話株式会社（ＮＴＴ 、）

日本専売公社解散→日本たばこ産業株式会社（ＪＴ）

男女雇用機会均等法

先進５カ国蔵相・中央銀行総裁（Ｇ５）によるプラザ合意

→円高進行。１ドル＝２３０円台が年末に２００円まで上昇→円高不況

第７３代→（９ （第３次）１９８６．１２～、自由民主党（第１１代総裁））

※自民単独（８６年に新自由クラブは自民党に復帰）

８７年：日本国有鉄道（国鉄）解散→鉄道事業はＪＲグループに移行

第７４代→（１０ 、１９８７．１１～、自由民主党（第１２代総裁））

消費税法案成立（翌年４月施行）８８年：リクルート問題が表面化、

臨時教育審議会関連法案が可決

８９年： 平成」に改元、リクルート問題で退陣「

第７５代→（１１ 、１９８９．６～、自由民主党（第１３代総裁・中曽根派））

８９年：７月参議院議員選挙で自民党は大敗、敗北の責任で６８日で内閣は瓦解

第７６代→（１２ （第１次）１９８９．８～、自由民主党（第１４代総裁））

※海部は、自民党内では非主流派の旧三木派・河本派に属した。

第７７代→（１３ （第２次）１９９０．２～、自由民主党（第１４代総裁））

９１年：湾岸戦争勃発

第７８代→（１４ 、１９９１．１１～、自由民主党（第１５代総裁・旧大平派））

９２年：ＰＫＯ協力法

９３年：７月の衆議院選で大敗 →５５年体制の崩壊へ

田中角栄 田中角栄 三木武夫（１） （２） （３）

福田赳夫 大平正芳 大平正芳（４） （５） （６）

中曾根康弘 中曾根康弘 中曾根康弘（７） （８） （９）

竹下登 宇野宗佑 海部俊樹（１０） （１１） （１２）

海部俊樹 宮澤喜一（１３） （１４）


